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として有機的な結合関係として収量に結果するもので，

1要因が決定的に収量卑決めるものではなくA・B・C

農家間には収量差は示めされないものと思われる．また

耕探t苗良否・坪当り株数および施肥法等のうち，1要

因が改善されたとしても，ここでの生産力（反収）は多

くはあげられるものではないとも思われる．

このことは当地区での最近の生産力の停滞的様相とし

ても現われており，その打開策としては部分的な技術の
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改善にとどまらず，技術体系の大きな変革が必要かと思

われる．

以上のように相関表分析法を農家の技術即ち試験地と

いった観点から収量要因の解析に，更には経営との諸関

係にも適用する事によって技術の実態把握をより数量的

なものとし，従来の改善方向，いいかえれば質的な問題指

摘から，現地試験の成果とともに数量的に具体的な経営

改善案作成の基礎的な資料を提供し得るものと考える．

ミスト機散布による水稲紋枯病の除防

関　沢　　　博・伊　藤　正
（宮城県負託）

桜　　井

（中　国

1．緒

最近水田の病害に対する薬剤散布は薬価などの経済性

の問題から液剤を使用する場合が多くなってきている．

液剤の散方法としては従来の鈴蘭噴ロによる動力散布綾

は能率の問題から使用されることは少くなり，これに代

って標準濃度薬液を標準量散布するものとしては長管多

頭噴口・睦畔散布ノズルなど種々考奏されてきている

が，一方濃厚液・少量散布のミスト機の利用もさかんに

行われている．このミスト機散布の場合，いもち病防除

などでは面培当りの投下薬量をそれほど軽減出来るわけ

ではなく，せいぜい標準量の弘程度にしか落せない．と

ころが紋柿病に卓効をあらわす有機枇素剤は標準酸度で

散布しても多少の薬害を生じ　高坂4）によれば2，000倍，

開花期1回の散布で2％の減収になるといわれている．

そこでわれわれはミスト機で紋枯病を防除する場合の薬

剤濃度および散布量を決めようとして試験を行ったので

その概要を報告する．

2．試　験　方　法

薬害試験

有機北東剤をミスト機で散布した場合の稲の生育収量

に及ぼす影響をみるため紋柿病の発生の少ない圃場を供

試した．

試験地：宮城県農試圃場

品　種：ササシグレ（4月15日播種，5月30日田帆

義　　郎

負　託）

栽栴密度30e舵×15ぐ糀）

供試薬剤こそソゼット水和剤の500倍・1000倍・1500

倍・2000倍および2500倍液を10α当り20～

30β散布．モソゼット粉剤を10tZ当り8月

2日に1回3毎散布．

区制両前：1区72，搾2，2連倒．

使用機種：共立式ミスト機，唄口1．6m，共立式散粉

機関度戦け．

防除試験：紋枯病の発生の多い圃場を供試し，防除薬

剤を散布した場合の防除効果を検するため

に行った．

試験地：宮城県亘理郡市理町

晶　啓二チョウカイ（4月13日播楓　5月28日田机

栽植密度30e打×15C那）

供試薬剤：モソゼット水和剤およびアソジソ水和剤

2000倍を10（7当り20β・30gおよび35g散

布　モソゼット粉剤およびアソジソ粉剤を

7月26日10fZ当り3桓散布．

区制面酷：1区37〝‡2　3連制．

使用機種：共立式背負散粉ミスト兼用機，唄口径2．6

孤叫　開度翫∩．

3．試　験　結　果

薬害試験

紋柿病の発生の少い圃場を供試し，各濃度で有機洗素

剤を散布した場合の稲の生育および収量に及ぼす影響を
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第1表．　紋枯病防除剤をミスト機で散布した場合の稲の生育収量に及ぼす影響
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第　2　表．　紋枯病防除剤をミスト磯で散布した場合の防除効果
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注：8月30日1区につき30株調査，株の被害程度は次の基準によった．
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みた結果は第1表の通りである．

生育調査の結果をみると，穂数については穂数決定後

に薬剤散布を行っているので影響をみないが，程長およ

び穂長については高濃度薬液を散布したものに影響があ

らわれ　500倍液を散布したものでは明らかに稗長の短

節がみられた．

収量に及ぼす影響をみると，玄米歩合にはほとんど影

浮はない．しかし玄米重では薬液濃度が1500倍・2000

倍および2500倍ではむしろ増収の結果を示したが，1000

倍および500倍では10〃当りの散布量が30rでも20gで

も明らかに減収の結果を示した．

防除試験

紋枯病の発生の多い圃場で防除薬剤を散布した場合の

防除効果を検べた結果は第2表の通りである．

この結果をみると，モソゼット水和剤およびアソジン

水和剤の2000倍液を10α当り35で・30／および20√散布
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した場合の防除効果は対照無散布に比較してすべて有意

の差があり．同剤の粉剤とはぼ岡等の効果を示している．

まず被害程度をみるとモンゼット粉剤が一番すく中れてお

り，以下は皆ほぼ同等に有効のようである．散布量との

関係では20β・30gおよび35βと多くなるに従って効果

が高くなっているが，各散布量間には有意な差はない，

一方被害茎率をみると，一番すぐれているものはやは

りモソゼットおよびアソジン粉剤散布区であり20％以下

に止まっているが，ミスト散布区は20％代から30％代に

達する．しかしながら無散布に比較すると明らかに有効

で被害茎率を半分以下に落し得た．

4．論　　　　　議

この試験で，有機批素剤を高濃度で散布した場合梓長

の短縮をみたが，探津ら2）はモソゼット散布区の稲は対

照区の稲に校べて梓長が長くなることを棺桶し，これは
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野津ら8）・中沢ら7）および吉村10）のいう紋枯病の発病

による悍長および穂頸節間長の短縮が防除することによ

っておこらないからであるとしている．この圃場は紋枯

病の発生が少いので，高濃度散布の場合薬剤の生育に及

ぼす影響が強くあらわれたものと考えられる．一方収量

に及ぼす影響についての低濃度薬液散布による増収効果

はこの病気の発生が少いながらも防除効果がある程度あ

ったためと考えられる．もしこれらを圃場誤差として勘

案するにしても，試験区配列の偶然性からみて高濃度薬

液散布による減収は明らかであると思われる．このこと

は工藤ら5）もこの薬剤500～700倍液の標準量（160の散

布で9％の減収を認めているのと同債向を示すものであ

る．

水稲は出穂後豊熟には止葉・次葉および第3葉の3葉

を確保すればよいといわれているが，無散布区の平均被

害程度が2．5であるのは病斑が第3葉および次葉の中間

まで昇っていることを示し，収量に直接影響を与えるこ

とを物語るものである．また他の防除区の平均被害程度

が2．0以下であることは病斑が第4葉まで止まっている

ことを示し，防除することによって病斑は収量に直接影

響を及ぼす第3葉以上に昇らないことを物語るものであ

る．友永ら9）によるとモソゼット水和剤3000倍液の10α

当り36βミスト機散布は噴軍機の3000倍液の140β散布

および粉剤の4．5毎散布に較ペて効果は若干劣るが有効

であるとし，また千葉県農試1）によるとミスト機による

10‘Z当り40β散布の場合，モソゼット水和剤1800倍液散

布および2400倍液散布なら効果が認められるが，3300倍

液散布では効果が劣るとしている．

以上の結果からミスト磯使用による紋枯病の防除は動

力噴裔機や長管多頭噴口などに較べて株元への吹き込み

が良好な点などから濃度はそれほど高い必要がなく，

2000倍程度で充分であり，また下位病斑は収量に及ぼす

影響が少い点などから散布量も10α当り30gで足ると考

えられ　これは橋本ら3）の指摘した実用的散布濃度と量

の2000倍－140βおよび2500倍－180gに較べて投下薬剤

量を相当に軽減出来るということになる．

この結果は1960年だけの結果であるが，西南暖地の報

告6）を見ると紋枯病防除にミスト機を使用する場合，薬
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量は肩掛噴霧機の那l量を基準としている模様であるの

で，高温・多湿である気象条件下の防除効果については

なお検討を要するものと考えられる．

5．摘　　　　　要

1．この報告はミスト磯散布による紋枯病防除の薬害

および防除効果を試験した結果を報告した．

2．有機舐素剤を1000～500倍で10（7当り20～30β散

布した場合，生育および収量に悪い影響がみられた．1500

倍以上であると30毎散布で影響はみられなかった．

31防除効果は同剤2000倍の20g～35g散布で同粉剤

3吻散布とほぼ同等であるとみられた．

4．以上のことから紋枯病をミスト機散布によって防

除する場合，有機枇素剤2000倍の30g散布が適当である

と考えられた．
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